（１）第５５４号　　　　　　　　　　　　全　国　検　数　労　働　組　合　連　合　　　　　　　　　　　　　２０１８年２月９日


	〒144-0052東京都大田区蒲田5-10-2日港福会館5階

Tel　03(3733)5621　　Fax  03(3733)5622

メール    roren@kensu.jp
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ　http://www.kensu.jp/
全 国 検 数 労 働 組 合 連 合

書　記　局


	[image: image2.png]


[image: image1.jpg]A
> m
B
Ll







.





�





５５４号





２月８日（木）　第１回　検数労連１８春闘交渉　（要求書提出）


両協会に対し、組合要求に沿う主体性をもった回答の構築を強く求める。





１８検数春闘！全国団結でガンバロウ！








　１月３１日（水）～２月１日（木）に開催された第６９回検数労連中央委員会で１８春闘要求について論議を行い、左記の内容で要求書の全体確認がされた。また、２月８日（木）の検数労連１８春闘交渉で、要求書提出を行いました。


　要求書提出に際し、組合は次の通りの主張を行いました。


【組合主張】


　２月７日（水）の中央港湾団交を皮切りに港湾の１８春闘がスタートした。中央港湾団交での特徴的な要求



































































































































要　求　書　（　要　旨　）


２０１８年度賃金引上げ及び諸労働条件の改善に関し、下記の通り要求いたします。





記


１．賃金引上げについて


（１）基本給については、下記の基準にもとづいて引き上げること。


　①　一律　２０，０００円


　②　職員以外の従業員および休職者も同じ扱いとすること。


　③　性別、身分、地域による差別および協会査定は一切行わないこと。


　④　病欠・通災による定期昇給の減額については、全国・全事業所を対象に実施すること。





２．労働時間短縮について


（１）労基法にもとづく週４０時間制については、全国・全事業所を対象に実施すること。


（２）５・９産別協定の完全実施に向け、具体的労使協議に入ること。


（３）時間外上限規制については、産別確認にもとづき『３６協定』を全事業所で締結し実施すること。


（４）長時間労働の解消については、中央労使および各地区労使にて時短小委員会（仮称）等を設置し、長時間労働の解消をはかること。





３．春闘協定にもとづく継続課題の履行について


（１）港湾春闘協定にもとづき、下記の項目を到達させること。


　①　週休２日制を２０２０年までに完全実施させること。


　②　時間外分母を６大港船内沿岸に合わせるべく１年1時間減を目途に２０２５年までに実現させること。


　③　厚生年金の支給開始年齢に対応できる定年制を導入すること。





４．全国港湾および地域港湾の１８春闘要求等に誠意ある回答


を行い、実施すること。


　とりわけ指定事業体課題については、検数検定小委員会と


の協議を誠意をもって対応すること。





5．安全衛生問題について、労働災害の撲滅等に向け、中央労使


および地区労使による安全衛生対策の強化をはかること。





6．従業員の生活防衛と労働基本法を擁護し、平和な日本を守る立場から、下記の項目について反対すること。


①安保法制の発動、憲法改悪について②労働法制改悪について


③ＴＰＰへの参加について④社会保障の改悪について⑤消費税増税について





７．地域および企業別（中央・地域）要求に対して、誠意を持って回答すること。　　　　　　　　　　　　　　　　以上


















































として神戸のＲＴＧや、ここ数年、問題となっている独禁法に関する要求が出されている。また、口頭ではあるが、検数検定の指定事業体の件での小委員会の開催と、料金収受についての問題提起が主張された。


　２月初旬に横浜で検数員の重篤災害が発生した件で、現時点での情報を求めると同時に、今一度、労使での全体の安全対策を求める。


　物流が日々変化している中で、現状を放置していれ


ば、我々の雇用と職域は失






































































































































































































































われていく。１８春闘を通じ


て、雇用と職域対策についても協議を重ねていきたい。


　長時間労働対策について、政府の進める『働き方改革』の中で、業側が一方的に時間外を押さえるのではなく、労使協議を重ねたうえでの対応が望ましい。現時点で組合は時間外対策に対する『労使共同アピール』等を作成したいと考えている。


　本日の要求提出をもって、検数労連１８春闘交渉がスタートしたが、両協会は主体性をもって検討を重ね、要求に沿った回答をするよう強く求める。






















































































































































































【日検協会】


　川崎港での検数員の重篤災害について、現在、情報収集の最中であり、詳細が分かり次第連絡する。


　本日、労組より出された要求書については持ち帰り検討していく。





【全日検】


　検数検定の指定事業体課題についてはあくまでも４検個別企業での対応であるとの認識でいる。


　労組要求書については港湾産別の動きを踏まえた中で検討していく。














































































































次回交渉


第２回交渉：２月１５日（木）１４時～


基礎数字、職場懇談会の申し入れを行っていきます。


第２回　中央港湾団交


３月７日（水）13時３０分～
























































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


